







その他のタイトル Upside Down Crucifixes in the Works of Samuel
Beckett and Francis Bacon : Community in Pain
URL http://hdl.handle.net/2241/101664








































































































































































































“Murphy,､a11 lifeis 毎でureand groundｸﾞ　(E.6：8)
　　　　　　　　　　　　　　　ベケットとベィコンのさかさまの十字架一受苦の共回体　！！７
｢ではなくて家を求めての放浪でしょう｣とマーフィーが言った。
“But ａwandering to石ｎｄｈｏｍｅ√saidMurphy. (E.6 : 8)
｢顔｣とニアリーが言った，｢あるいはにぎやかに花開く犬混乱を背景にしたいく
っもの顔の配列。わしはミス・ドワイヤーを思い出す］
“The face," said Neary, “or system of faces, against the big blooming buzzing
confusion｡][think of Miss Dwyer." (E.6:8)
(Ｌａfigure, dit Neary, ou le systeme de figures, devant I'enorme confusion






個の閉ざされた形相、形もなく、そして空虚!］（“…the fact remains that allis dross、
for the moment at any rateけhat is not Miss Dwyer. The one closed figure in the waste






































し、ぼやけ、ゆがんだ自分白身の姿(horribly reduced､ obscured and distorted、


















身の最後J ("the last at last seen of him/ himself unseen by him/ and of himself”（Ｅ.
140 : 25小国）
　そして、マーフィーは自分か「エンドン氏の見えざるもののなかの一個の斑点（ａ































































on the innacle of the ri ht buttock held her spellbound. She［Celia］could not









































































































































































も欲望が思考を予示し、身体が精神に先行するとでもいうように。」(Sinclair 66 : 76）
ペイコンは後にみずからの傑列図の宗教性を否定するようになるが、この時点ではキ
リストの傑刑像に、「自らのセクシュアリティの秘密と貧困に由来する自らの苦痛を



















図1　Francis Bacon, Three Stu治郎ｿbr Figmでs at the Base cが'a Crucifixion (194柱
　　　　　ボードに油彩各パネル94×73.7ｃｍ.ロンドン，デイト










































































































　　　⑤The Estate of Francis









































　図4 Francis Bacon, 7ﾌｈｒｅｅｓt?隔ﾌﾟｖｒ　ａ Ｃｒｕｃ雨冠ｏｎ（1962）。
　　　　　キャンヅァスに油彩と砂198×145cm.
　　　ニューヨーク，ソロモン・Ｋ．グッゲンハイム美術館




















わち、位置を変える諸々の開口部のための強制収容所であるoj (Anzieu 25 : 13）しかも、
「」は諸すための目ではなくなり、鼻は呼吸のための鼻ではなくなる。こうして顔から
骨が消え、顔は頭部になる。「骨は顔面に属しており、頭部に属しているのではない」




　ペイコンは、「対象をとほうもなく歪めて描きたい」［What］［want to do is to
distort the thing far beyond the appearance.)と話しか。歪んだ身体を描くことによっ






















































































図6　Francis Bacon, Three Studies of Li一回7旅心（1969）.
　　キャンヅァスに油彩　各パネル198×147.5ｃｍ.個人蔵
Ｏ The Estate of Francis Bacon. All rights reserved. DACS 2008
ねば彫刻のような構造のある絵］であり、そのなかに「イメージは言ってみれば肉
の川からモチーフが浮かび上がるような絵になるでしょう」（lt would be a kind of
structured painting in which images､ as it were､ would arise from ａriver of flesh｡）と
話している(Sylvester [3183 : 94）。シルヴェスターがフォルムについて問うと、「構





（…as though out of pools of flesh rose the images､ if possible､of specific people
walking on their daily rｏｕnd上できれば、人物(figure)が山高帽をかぶり傘を
さして自分の肉から浮上してくるところを描き、傑刑図と同じくらい強烈なもの





























































































































































































































































図7　Francis Bacon, 7‾ﾊﾟﾉめjch―Studies斤凹百ｋｅ ＨｕｍａｎＢｏｄyづ1970)｡
　　　　キャンヅァスに油彩　各パネル198×147.5ｃｍ。個人蔵























































図8　Francis Bacon，　Ｔｈｒｅｅ　Ｓtｕｄｉｅｓfoｒ Ｐｏｒtｒait　of Lぶｄａｎ Ｆｒｅｕｄ(1966).
　　　　キャンヴァスに油彩　各パネル198×147.5ｃｍパ固人蔵
























図9 Francis Bacon、Ｔｈｒｅｅ Ｐｏｒtｒaitｓ: Ｐｏｓthｕｍｏｕｓ Ｐｏ咄咄t　of　Ｇｅｏｒｇｅ Ｄｙｅｒ、Ｓｅ胆
　　　　　　　　Ｐｏｒtｒait、 Ｐｏｒtｒait of Ｌｕｄａｎ Ｆｒｅｕｄ(1973)｡
　　　　　キャンヅァスに油彩　各パネル198×147.5ｃｍ.個人蔵




























































　　　(ぐ)Ｔｈｅ Estate of Francis
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